
II. 遺跡調査の概要
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調査の経過

立地と環境

調査の概要

ま と め

権
ごんろく

六遺跡
知多郡美浜町大字野間字権六地内

（北緯34度46分25秒 東経136度51分44秒）

県道野間河和線
平成26年10月～平成27年3月
2,400㎡　　　
蔭山誠一

調査地点（1/2.5万「野間」）

発掘調査は、県道野間河和線の建設工事に伴う事前調査として、愛知県土木部道路建設
課知多建設事務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。

本遺跡は美浜町の南西側に位置する遺跡で、名鉄野間駅の東北東約100mにある。遺跡
の立地は、知多半島の伊勢湾側にある丘陵の南側裾部に立地する。遺構検出面の標高は
4.5mから7.0m前後で、調査区内の東西に2ヶ所の谷地形がみられる。調査区の中央付近
の丘陵上には、美浜町の町指定史跡である千人塚がある。

調査区は名鉄野間駅のある西側から東側へ14A区〜14D区の4調査区を設定し、西から
東に順次調査を実施した。基本層位は地表より深さ0.5m〜1.0mに表土（腐植土）層とそ
の下にある近年の整地・盛土層が、その下にて近世後半以後の主に水田などに伴う造成と
その整地・盛土層が0.2m〜1.0m程あり、その下に中世以後の遺構や遺物包含層が基盤層
の上に堆積していた。遺構の検出は、近世後半以後の整地・盛土層上面とその下面にて行
った。

その結果、中世の掘立柱建物1棟、竪穴建物1棟、柱穴列4列以上、溝10条、土坑・柱穴多数、
江戸時代後期以後の井戸2基、溝2条、土坑多数と古墳時代前期後半から江戸時代にかけて
の出土遺物が確認できた。

今回の発掘調査によりみつかった遺構と出土遺物は、平安時代末〜鎌倉時代前半に中
心があり、調査地点の北にある史跡千人塚の伝承の時代と対応している。今後、この地域
の歴史を考える上で、貴重な成果になるものと思われる。

          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蔭山誠一）

図1 調査区位置図（1:5,000）
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14B区全景（西北西より）

14A区全景（西より）
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調査の経過

立地と環境

調査の概要

ま と め

勧
かんがくいん

学院跡（範囲確認調査）

調査地点（1/2.5万「幸田」）

蒲郡市清田町木森・西観嶽地内
（北緯34度50分39秒 東経137度14分30秒）

一般国道 23 号名豊バイパス
平成 26 年 5 月
100㎡　　　
永井宏幸

調査は国土交通省による一般国道23号名豊バイパス建設に伴う事前調査として、愛知
県教育委員会の委託を受けて平成26年５月に実施した。調査対象地は丘陵端部にあり、現
況は旧果樹園などで、周辺には蜜柑の果樹園がひろがる。県教育委員会の有無確認調査の
結果を受け、２×３m、１×２mの試掘坑を中心に総数26カ所設定した。

勧学院跡は三河国司であった大江定基（寂照）の子孫定厳が建立したと伝承のある平安
時代の寺跡である。遺跡に南接する石山神社周辺の造成により、山茶碗や土師器が出土し
ている。また、東方に隣接して６世紀代の円墳である権現山古墳が所在する。調査対象地
付近の標高は55〜73mである。

寺院跡の包蔵地として知られていた遺跡であったが、発掘調査による成果はなかった。
寺院跡が存在するとすれば、丘陵端および山腹にあたる地区に寺域が点在する可能性も
あり、現況で平坦面の確認できる箇所を中心に試掘坑を設定した。調査の結果、全26カ所
の試掘坑において遺構は確認できなかった。石山神社に近い試掘坑（T.T.01）から弥生〜
古墳時代の土器片が１点出土した。これ以外に遺物の出土はなかった。

調査対象地のほとんどが、近代以降に谷底を埋め造成された水田やその後果樹園の造
成により地形を改変していることが調査によりわかった。今回の確認調査では寺院跡に
関わる遺構と遺物は確認できなかったが、石山神社に隣接する付近から山茶碗などがま
とまって出土していること、五輪塔、宝篋印塔など墓地に関わる石造物が付近に点在して
いることを付記しておく。

（永井宏幸）

調査風景 T.T.01 完掘状況
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調査の経過

立地と環境

調査の概要

ま と め

安城市小川町
(北緯34度54分20秒 東経137度05分43秒)

床上浸水対策特別緊急事業（鹿乗川）
平成26年5月～平成26年6月
210 ㎡
酒井俊彦

　調査は一般河川鹿乗川改修工事に伴い、愛知県建設部から愛知県教育委員会を通じて
当センターが委託を受けて実施したものである。本遺跡は平成 12、21 年度と昨年度に
鹿乗川導水路の東側と導水路と鹿乗川間の調査を行っている。今回を含めた総調査総面
積は 7900 ㎡である。今年度は、導水路東側の調査を行った。
　本遺跡は矢作川下流域、鹿乗川左岸の沖積地に立地する。右岸の碧海台地上には姫小
川古墳などの古墳群が展開し、平成 12 年度より本センターが調査を行っている鹿乗川左
岸には、北から南にかけて姫下、寄島、下懸、五反田、惣作の 5 遺跡が連続して所在する。
鹿乗川は碧海台地東辺を南流し、川の西側の遺跡周辺は平坦な沖積地である。中世以前
の鹿乗川は矢作川沖積地を蛇行して走り、本遺跡及び姫下、惣作、寄島で東西方向の旧
河道が確認されている。遺跡はこの旧鹿乗川の自然堤防上に展開し、標高は 5 ～ 6m で
ある。これまでの調査では弥生時代、古墳時代前期、古代および中世の遺構、遺物が検
出されている。また、北西から南東方向に流下する古墳時代以前の旧河道が確認され、
古墳時代前半の土器と木製品が出土している。
　今年度の調査区は平成 21 年度および昨年度の調査範囲の未調査部分と昨年度の調査区
の北に隣接した部分である。調査は前者に A・B、後者に C・D の 4 調査区を設定し、上
下 2 面の調査を行った。上面は中世～近世の耕作土層下の古墳時代包含層である黒褐色
土層面と部分的に基盤である灰色シルト面で遺構検出を行った。上面では遺構は検出さ
れなかった。下面は基盤の灰色シルト層面で遺構を検出した。主な遺構として、古墳時
代の溝群及び小土坑が検出された。溝群は幅 40cm、深さ 20cm 程度の溝が数条が平行
して走り、当遺跡と北の寄島遺跡で認められる特徴的なものである。また、B 区で幅 3m
で深さ 20cm ほどの東西方向の溝 1 条を確認した。平行して走る溝群の溝の遺物は極少
量である。後者の溝はいままでの調査では見られない特徴のもので、古墳時代前半の土
師器壷、甕、高杯が出土した。また、B 区で同時期の竪穴建物らしい落ち込みが検出さ
れたが、撹乱によって大部分消失しているため確認できなかった。
　今年度の調査区 14C・14D は遺跡の北端である。調査の結果、少数の土坑のみが検出
され、竪穴建物や掘立柱建物などの遺構は検出されず、集落域外であることが確認された。
今後はこれまでの調査成果を踏まえ、北に隣接する寄島遺跡の関連性を検討することが
課題である。

（酒井俊彦）

下
しもかけ

懸遺跡
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図 1　遺構全体図（1:500）
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D 区遺構完掘状況（北より）

C 区遺構完掘状況（南より）

A・B 区遺構完掘状況（北より）

調査区全景（南より）
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安城市小川町
（北緯34度54分34秒 東経137度05分45秒）

中小河川改良事業（鹿乗川）
平成26年6月～平成26年12月
2,740 ㎡
酒井俊彦

寄
よせじま

島遺跡

調査地点（1/2.5万「西尾」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

ま と め

調査は中小河川改良事業（鹿乗川）に伴い、愛知県建設部から愛知県教育委員会を通じ
て当センターが委託を受けて実施したものである。本遺跡は平成19年度から調査を開始
し、今年度で5回目、総調査総面積は13,450㎡である。今年度は、遺跡南部である平成19
年度と23年度の調査区に隣接する道路部分と昨年度13B区の北側の調査を行った。前者
にA～Dの4調査区を設定し、後者にE区を設定した。E区は遺跡北端にあたる。

本遺跡は矢作川下流域、鹿乗川左岸の沖積地に立地する。右岸の碧海台地上には姫小川
古墳などの古墳群が展開し、平成12年度より本センターが調査を行っている鹿乗川左岸
には、北から南にかけて姫下、寄島、下懸、五反田、惣作の5遺跡が連続して所在する。現
在の鹿乗川は碧海台地東辺を直線的に南流し、川の西側の遺跡周辺は平坦な沖積地であ
る。中世以前の鹿乗川は矢作川沖積地を蛇行して走り、下懸遺跡、惣作遺跡、姫下遺跡で
東西方向の旧河道が確認されている。遺跡はこの旧河川の自然堤防上に展開する。標高は
約7mである。これまで遺跡の南から調査を行った結果、古墳時代の集落、墓域が検出され
ている。

今年度A～D区では、これまでの調査で検出された古墳時代集落と墓域の展開の状況を
確認することが主目的であった。遺跡の南端に相当するA区では遺跡の南を画する東西方
向の古墳時代以前の時期の旧河道を確認し、南側の自然堤防上で下懸遺跡につながる竪
穴建物2棟を検出した。自然河道の北側は墓域であり、平成19・23年度の調査で検出された、
古墳の周溝と推定された方形に巡る溝の延長部分および方形周溝墓をA・B・D区で確認し
た。B区の北半とC区は集落域であり、竪穴建物群とこれに先行する時期の当遺跡に特徴
的な平行して走る溝群が検出された。古墳時代以外の時期では、B区で中世の大形土坑が
1基検出された。E区では、上面の遺構として中世の溝群、下面の遺構として古墳時代前半
の竪穴建物群、溝群、土坑が検出された。中世の溝は南北方向の旧河道の堆積層の上層で
河道と同方向に走るものと、自然堤防上で東西方向の幅広の浅いものが確認された。

今年度E区では北に位置する姫下遺跡との境界部での遺構展開が問題となった。昨年度
13B区では竪穴建物は検出されなかったが、E区では検出されたことにより集落が途切れ
ながらさらに北に広がることが確認された。また、平行して走る溝群が検出されたことに
より、当遺跡の特徴的な遺構のあり方も確認された。今後は姫下遺跡の遺構群との関係が
検討課題となる。

（酒井俊彦）
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図1　A〜D区遺構全体図（1:1,000）

A〜D区全景（北より）

E区全景（南より）

中世の河道

図2　E区遺構全体図（1:500）
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姫
ひめした

下遺跡
安城市小川町
(北緯34度54分52秒 東経137度05分49秒)

中小河川改良事業（鹿乗川）
平成26年12月〜平成27年３月
1,200㎡
酒井俊彦

調査の経過

立地と環境

調査の概要

ま と め

調査地点（1/2.5万「西尾」）

　調査は中小河川改良事業（鹿乗川）に伴い、愛知県建設部から愛知県教育委員会を通
じて当センターが委託を受けて実施したものである。本遺跡は平成 17・18 年度に調査を
行い、今年度で 3 回目、総調査総面積は 8620 ㎡である。今年度は、平成 18 年度の 06C
区の南側の調査を行った。
　本遺跡は矢作川下流域、鹿乗川左岸の沖積地に立地する。平成 12 年度より本センター
が調査を行っている鹿乗川左岸には、北から南にかけて姫下、寄島、下懸、五反田、惣
作の 5 遺跡が連続して所在する。遺跡の西方の鹿乗川右岸の碧海台地上には前方後円墳
である姫小川古墳があり、この時期の古墳群が展開する。現在の鹿乗川は碧海台地東辺
を南流し、川の西側の遺跡周辺は平坦な沖積地である。中世以前の鹿乗川は矢作川沖積
地を蛇行して走り、下懸遺跡、惣作遺跡、姫下遺跡で東西方向の旧河道が確認されている。
遺跡はこの旧河川の自然堤防上に展開する。標高は約 7m である。これまでの調査で弥
生時代中期、古墳時代前～中期、平安時代の集落が確認されている。今年度の調査区の
北に隣接する 06C 区では北東から南西に走る古墳時代前期以前の旧河道が検出されてい
る。この北側に平安時代の竪穴建物からなる集落が展開する。今年度の調査区に連続す
る旧河道の南側では古墳時代前期の遺構群が確認された。
　調査は上下二面で行った。現代の耕作土直下の古墳時代から古代の包含層である黒褐
色土層面で上面遺構を検出し、この下層の基盤面で下面の遺構を検出した。上面では主
な遺構として、江戸時代後半の東西および南北方向に直線的にはしる溝 3 条と大形土坑
1 基が検出された。遺構からは瀬戸窯産施釉陶器、土師器鍋、常滑窯産甕が出土した。下
面では古墳時代後半～奈良時代および古墳時代前半の遺構が確認された。前者の遺構で
は北西から南東に走る溝が検出された。古墳時代前半の遺構として、竪穴建物、掘立柱
建物、土坑、溝が検出された。遺存状況は悪く、竪穴建物 11 棟、掘立柱建物 3 棟が確認
された。溝は幅 30cm 程度で数条平行して走るものである。古墳時代後半から奈良時代
の遺構からは、須恵器、土師器が少量出土した。
　本遺跡の南を画すると推定される旧河道が 06C 区にあり、この南側において遺跡の広
がりを確認することが今年度の課題であった。調査の結果、古墳時代集落が展開し、少
数の古代の遺構も検出された。また、古墳時代の平行して走る溝群は、南に隣接する寄
島遺跡の遺構と類似するものである。自然地形の関連を考慮して、古墳時代から古代に
かけての遺跡の展開を検討する必要がある。

（酒井俊彦）
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上面遺構検出状況 近世土坑検出状況

上面遺構完掘状況 上面遺構完掘状況（南より）

下面竪穴建物群検出状況 下面遺構検出状況（南より）

下面遺構検出状況（西より） 遺跡全景（南より）
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栗
く り は ざ ま

狭間遺跡
豊田市下山田代町栗狭間地内

（北緯35度02分28秒　東経137度32分52秒）

豊田・岡崎地区研究開発施設用地造成事業
平成26年5月〜平成27年2月
10,050㎡
武部真木・町田義哉・鈴木恵介

調査の経過

立地と環境

調査の概要

縄 文 時 代

平 安 時 代

調査地点（1/2.5万「東大沼」）

調査は愛知県企業庁による豊田・岡崎地区研究開発施設用地造成事業に伴う事前調査と
して、愛知県教育委員会の委託を受けて平成26年5月から平成27年2月にかけて実施した。
調査対象地の現況は旧耕作地と植林された山林であり、地形に応じて14Ａ区・14B区・14
Ｃ区に分けて調査を行った。今年度の調査面積は合計で10,050㎡である。

栗狭間遺跡は郡界川の支流の一つである沖川の東岸丘陵部に位置する。遺跡は、周囲を
緩斜面に囲まれた盆地状の地形であり北側に谷が開口している。谷を挟んで東に鶴ヶ池遺
跡、北側の尾根上から谷にかけてに丸山遺跡と孫田遺跡が存在しており、縄文時代の遺物
散布地と平安時代の遺跡群が展開している。

遺跡は、北向きの緩斜面（14Ａ区）と東向きに開口する東西方向の谷と周囲の緩斜面（14
Ｂ区）、南側には東西方向の小谷に隔てられた尾根先端の西向き緩斜面（14C区）に分か
れる。14A・B区間の盆地状の平坦地は南北方向に伸び、広いところで幅70m、狭隘部で幅
20m程である。調査地点の標高は460〜471mを測る。 

調査の結果、縄文時代と平安時代の遺構や遺物が確認されており、特に平安時代につい
て良好な資料が得られた。平安時代の遺構は地表面直下の黄褐色土層上面にて検出され、
同時に黄褐色土層は縄文時代晩期の包含層でもあった。

14A区では上述の黄褐色土層から縄文時代晩期の条痕文土器が多く出土したが、縄文時
代を通じて、陥穴以外に明確な遺構は確認し得ていない。14B・C区においては、同様の黄
褐色土層から条痕文土器・石器の出土はあるものの、14A区に比較すれば出土量は少ない。
現在埋没している小規模な谷地形には黒色土が堆積し、14A区では層中からわずか1点な
がら押型文土器の破片が確認されている。黒色土除去後の地山面では陥穴を計11基確認
した。なお14B区斜面部の地山面には凝集した広域火山灰を数点確認しているが、黒色土
中には確認できていない。黒色土は火山灰の堆積後に新たに堆積した可能性を考えたい。

14A・B区では、平安時代後期（K-90〜O-53号窯式期）の灰釉陶器椀、土師質甕を伴う竪
穴状遺構が計8棟確認された。多くが板状の花崗岩を側壁として利用するカマドを傾斜の
上位側に配置していることから方位は一定ではない。竪穴状遺構の残存状態は、斜面上位
に位置するカマド側が残り、傾斜の下位に位置する反対側が欠損することが多い。竪穴内
のカマド右側の竪穴側壁に接する位置に土坑が掘削される場合が多く、遺物の多くはこの
土坑か、カマド周辺に散乱している状況での検出である。竪穴状遺構(060SI)では土師質甕
がカマド右側に正位に据えられた状態で検出されている。210SIは一部を欠損するものの
床面の残存状況は良く、北辺と東辺それぞれにカマドが配置されている点で特徴的である。
このうち東辺のカマド240SLは南側の側壁をなす花崗岩が抜きとられているため、同時に
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中 世

ま と め

栗狭間遺跡 調査区遠景　（南から）

14B区出土墨書灰釉陶器「本」14Ｂ区210SI（南から） 14Ｂ区215SL（南から）

機能していたとは考えられない。床面は貼床が施されるものの、上記2基のカマド跡との
対応状況は明確ではなく、床面を再構築した手がかりは見られない。

他には、竪穴状遺構に近接、あるいは竪穴状遺構内に構築される炉跡がある。前者の例
では090SIと111SL、235SIと077・083SL,後者は140SIと190SLである。いずれも炉跡周
辺で鍛冶滓が出土するため、炉は鍛冶を目的として構築され、竪穴状遺構はこれに関連す
る可能性がある。特に235SIは、近隣の炉077SL・083SLとの距離が約6mと離れているに
も関わらず、竪穴状遺構の上層から下層にいたるまで鍛冶滓が含まれることから、併存し
ていたと考えたい。後述する200SB内にも169SLが属するが前後関係は不明確である。

中世では、掘立柱建物跡200SBがある。14B区の谷部上位斜面を切り出す形で平坦面が
造成され、確認できるのは3間×2間の1棟だが、周辺にはさらに多数の柱坑があることか
ら立て替えや柵の設置が行われた可能性がある。造成された平坦面の埋土からは尾張・瀬
戸編年7〜8形式の陶器（山茶碗）が出土し、200SBの柱坑からは灰釉陶器破片が確認された。

今回の調査では、平安時代後半・鎌倉時代末の2時期の遺構・遺物が確認され、縄文時代
の遺物が出土した。特に平安時代後半の遺構面と縄文時代晩期（馬見塚式期）の遺物包含
層を明確に確認できた。また竪穴状遺構には鍛冶炉や鍛冶滓との関連をうかがわせるもの
があり、竪穴状遺構の用途を考慮するための重要な資料となり得る。

竪穴状遺構群とは時期・立地を異にする掘立柱建物は、古代と中世では山間地の利用方
法が異なる、あるいは環境が変化していることを示唆しているものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　（鈴木恵介）
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図 1　第 1 面遺構全体図（1:1,000）

Y
=
1
4
4
0
0

Y
=
1
4
4
0
0

Y
=
1
4
5
0
0

Y
=
1
4
5
0
0

X=-108500 X=-108500

X=-108400 X=-108400

468.00

467.00

466.00

464.00

465.00

46
8.0

0

467.00

466.00

465.00

464.00

463.00

462.00

461.00

460.00

466.00

465.00

464.00

465.00

464.00

463.00

462.00

464.00

463.00

462.00

461.00

460.00

467.00

466.000
0.

5
64

464.00

465.00

464.00

463.00

462.00

461.00

460.00

467.00

466.00

465.00

464.00

463.00

462.00

465.00

466.00

467.00

47
1.0

0

47
0.0

0

46
9.0

0

468
.00

467.00

466.00

465
.00

464
.00

46
3.
00

46
2.
00

46
1.
00

0
0.

1
6

4

462.00

463.00

464.00

460.00

463.00

462.00

460.00

0
0.

16
4

462.00

463.00

464.
00

465.00

466.00

47
0.

00

46
9.

00

46
8.

00

46
7.

00

46
6.

00

46
5.

00

46
4.
00

46
2.0

0

46
3.

00

465.00

005SY

006SY

029SK

028SK

037SK

036SK

035SK

034SK

033SK

032SK

051SK

049SK

048SK

044SK

042SK

043SK

039SK

038SK

056SK
055SK

061SK

058SK

054SK

052SK

050SK

053SK

047SK

045SK

041SK

062SD

063SK

066SK

067SK

068SK

069SK
070SK

072SK

073SK

075SK

086SK

085SD

094SD

078SD

081SK

091SK

065SD

092SK

093SD

096SK

095SK

025SY

087SY

040SI
080SL

098SK

099SK

101SK

102SK

110SK

104SK

103SY

097SK

062SD 088SK

065SD

082SK

077SY

076SK

111SL

083SL

077SL

060SI

100SI

074SK

T1

T2

T3

089SL

090SI

105SX

113NR

112NR

T5

062SD

059SY

064SY

079SK

084SX

309SD

305SK

301SK

302SK

308SK

304SK

303SK

306SK

307SL

323SK

311SK

317SK
316SK

312SK
322SK

314SK

319SK

320SK

315SK

321SK

313SK

318SK

327SK

326SK

344SK

343SK

330SK

331SK

332SK

333SK

335SK

324SK

325SK

340SK
341SK

338SK
339SK

336SK

328SK

329SK

346SK

345SK

342SX

310SX

004SY

007SY

008SY

014SY

015SY

018SY

019SY

022SY
023SY

020SY

021SY

107SY

024SY024SY

108SY

134SY

133SK

132SK

348SK

347SK

349SK

135SY

143SP
139SK

141SK

142SP

144SK

155SP146SK

138SK

147SK

148SK

149SK

150SK

151SK

152SK

154SK

153SK

156SK

159SD

158SD

161SK

157SK

350SK

351SK

352SK

354SK

357SK

359SK

360SK

358SK

353SK

355SK356SK

140SI

136SD

137SX
162SP

165SK

166SK

362SK

145SP

174SY

163SK

172SK

167SK

176SK

177SK

178SK

179SK

181SK

183SK

184SK

185SK

186SK

187SK

189SK

175SK

167SK

169SL

No.1No.2

No.3

No.6

No.5

No.4

d-368

d-371
d-377

d-376

d-370d-372

d-369

d-374d-373
d-375

363SK

364SL

361SI
No.4

365SK

364SL

141SK

168SY

164SY

195SL

170SI

192SK

193SK

194SK

196SK

197SK

198SK

199SK

201SD

202SK

203SK

204SK

207SK

206SY

211SK

205SY

208SK

217SK

213SD

219SD

炭化物範囲

粘土範囲

炭堆積範囲

炭堆積範囲

229SK

220SI

173SK

231SK

232SK

227SK

228SK

225SK

223SK

212SK

218SK

221SK

222SK

234SK

236SK

224SK224SK

160SX

233SK

130SY

239SK

238SK

237SK

235SI

210SI

No.5

No.6

209SY

242SK

244SK

241SK

243SP

KH-d-1163

KH-d-1162

KH-d-1161
サンプル範囲

248SK

249SP
251SK

366SP

252SK

253SK

259SK

112NR

235SI

261SK

262SK

263SK

264SK

266SK

258SK

256SK

257SK

267SP

268SP

269SP

270SP

277SP

271SP

272SP

273SP

274SP

294SP

293SP275SP 292SP

276SP

278SP

279SP

299SP

280SP
300SP

281SK

283SK

190SL

295SP

298SP

290SP

296SP

297SP

289SP 288SP

287SP

291SP

159SD

158SD

136SD

200SB

159SD

158SD

161SK

157SK

136SD

172SK

169SL
267SP

268SP

269SP

270SP

272SP

273SP

274SP

294SP

293SP
275SP

292SP

276SP

278SP

279SP

299SP

280SP
300SP

295SP

298SP

296SP

297SP

289SP 288SP

287SP

291SP

282SK

282SK

403SK

404SP

405SP

406SP

407SP

408SK

256SK256SK

060SI060SI

083SL

077SL077SL077SL

083SL
281SK

077SL

083SL

100SI

040SI
080SL

040SI
045SK

040SI

042SK

043SK043SK

052SK

040SI

X=-108400X=-108400

035SK035SK

X=-108400X=-108400

096SK

111SL111SL

316SK

326SK

340SK

112NR

354SK

235SI

357SK

361SI

213SD

140SI
190SL190SL

207SK207SK

361SI

210SI

140SI140SI
190SL

140SI

233SK

361SI

210SI

231SK

361SI

210SI

170SI

204SK

210SI210SI

257SK266SK266SK

197SK

194SK

192SK

178SK

184SK

176SK

200SB

158SD158SD158SD158SD

200SB

137SX

200SB

138SK

169SL169SL169SL

133SK

135SY

460.00

463.00

077SL077SL

060SI

077SL077SL

463.00

083SL

464.00

464.
00

040SI

464.00

464.00

464.00

464.00

465.00

040SI

465.00
465.00040SI

465.00
465.00

465.00

465.00

465.00

466.00

466.00

032SK

X=-108400

466.00

466.00

467.00

467.00

46
8.0

0

468.00

461.00

462.00

462.00

090SI

460.00

461.00

462.00

463.00

463.00

464.00

0
0.

5
64

465.00

465.00

466.00

466.00

467.00

467.00

460.00

460.00

0
0.

16
4

355SK355SK

46
2.0

0

46
2.
00

203SK

462.00

462.00

462.00

361SI

170SI170SI

210SI210SI

463.00

463.00

210SI

46
4.
00

464
.00

464.00

362SK

465
.00

193SK193SK

46
5.

00

187SK

466.00

46
6.

00

183SK

467.00

200SB

46
7.

00

174SY

46
8.

00

200SB

169SL

46
9.0

0

46
9.

00

47
0.0

0

47
1.0

0

020SY

47
0.

00

3248 3250 32523242 3244 32463240

3448 3450 34523442 3444 34463440

3648 3650 36523642 3644 36463640

3848 3850 38523842 3844 38463840

4048 4050 40524042 4044 40464040

4248 4250 42524242 4244 42464240

4448 4450 44524442 4444 44464440

4648 4650 46524642 4644 46464640

4848 4850 48524842 4844 48464840

5048 5050 50525042 5044 50465040

5248 52505242 5244 52465240

掘立柱建物跡（中世）掘立柱建物跡（中世）

造成された平坦面 自然流路
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蔵
ぞうひら

平遺跡
豊田市下山田代町蔵平地内

（北緯35度01分34秒　東経137度19分15秒）

豊田・岡崎地区研究開発施設用地造成事業
平成26年5月〜平成26年9月
2,400㎡
武部真木・町田義哉

調査地点（1/2.5万「東大沼」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

縄 文 時 代

平 安 時 代

調査は愛知県企業庁による豊田・岡崎地区研究開発施設用地造成事業に伴う事前調査と
して、愛知県教育委員会の委託を受けて平成26年5月から9月にかけて実施した。調査対象
地の現況は旧水田耕作地と植林された山林であり、谷を挟んで14Ａ区と14Ｂ区とに分け
て調査を行った。両区を合わせた調査面積は2,400㎡である。

蔵平遺跡は郡界川の支流の一つである沖川の東岸丘陵部に所在し、南北に伸びる谷地形
の東・西斜面に位置する。北側上流の谷斜面に和倉遺跡、尾根を挟んで東に孫石遺跡、更
に谷を挟んで丸山Ａ遺跡が存在しており、周辺には平安時代を中心とした遺跡群が展開し
ている。

遺跡が所在する斜面は谷を挟んで西向き斜面（14Ａ区）と東向き斜面（14Ｂ区）に分か
れる。調査地点の標高はおよそ442〜455m、斜面の平均斜度はそれぞれ14A区は約17°、
14B区は約22°を測る。 

調査の結果、主に14A区から縄文時代の遺物、平安時代の遺構や遺物、近代の炭焼窯が
確認されている。

堆積層は斜面のため、一概には同一とは言えないかもしれないが、 表土（腐葉土混） 下
の黄灰色土と少量の炭化物が混じり、しまりを欠く黄褐色土を平安時代の遺物包含層とし
て捉え、その下のしまりのある黄褐色土層（地山）上面を検出面として、14A・B区共に1面
調査を行なった。また、一部の竪穴状遺構上には黒褐色土が堆積しており、周辺の遺跡で
は下層で確認されている黒褐色土の再堆積である可能性がある。

以下、時期ごとに遺構・遺物の概要を報告する。
縄文時代の遺物としては、スクレイパー1点が西向き斜面のA区包含層から、出土して

いるに過ぎない。遺構としては捉えられるものは確認されなかった。
14A区からは、竪穴状遺構10基、カマド・炉跡15基の他に、それらに伴う柱穴や土坑、

溝などの遺構が多数確認された。
竪穴状遺構は斜面を切り出して平坦面が造られており、一辺が２〜３mと小規模なもの

が多いが、標高454m付近に位置する最大規模の009SXは3基の炉跡、6基の柱穴、２基の土
坑を伴い、長辺は約7.5mを測る。また山側の壁面に沿って小柱穴3基を伴う、長さ約3mの
溝を確認した。標高452mに位置する石組みカマドを伴う小規模な024SXは、ほとんどの
竪穴状遺構が現況において斜面の山側にしか掘り方がないのに対して、谷側にも掘り方が
確認された。標高446〜448m付近に造り出された平坦面には、竪穴状遺構が弧状に連な
って南北に展開しており、そこだけで８基の炉跡が確認されている。最下段、標高442m
付近に位置する122SKは他の竪穴状遺構とは違い炉跡や溝を伴わないが炭化材が検出さ
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れ、焼失竪穴建物の可能性がある。
明確なカマドは石組みのものが１基確認されたのみだが、009SXの山側東壁に近接する

034SLは壁際に煙道のような被熱部分があり、カマドであった可能性も考えられる。また、
弧状平坦面の一角、166SX内の石組みがわずかに残る045SLは壁から離れた位置にあり、
石組みの炉であった可能性もある。

竪穴状遺構の大半は規模が小さく、カマド・炉の配置からも長期居住には適さないかも
しれない。季節限定の作業場として機能していた可能性も検討しなければならないだろう。

遺物に関しては、竪穴状遺構や包含層から多数の灰釉陶器が出土している。そのうち、
墨書を有する碗、皿合わせて12点以上、ほかに緑釉陶器碗1点も出土している。また、それ
以外に18点に及ぶ土錘が出土している。大半が谷に近い標高の低い位置からではなく、斜
面の比較的高い所から出土しているのが興味深い。本遺跡においては炉跡周辺を含めて、
鍛冶滓などの鍛冶関連遺物の出土は極めて少なかったが、急斜面であることを合わせて考
えると一概に関連遺構はなかったとは言い切れないかもしれない。

近代では炭焼窯が確認されている。本遺跡では炭焼窯は壁面に被熱を受けて赤変した部
分が残るが円形土坑のタイプと平面形が涙滴形を呈する焚口と煙道を持つタイプが確認
された。007SYは石材を組んで造られた焚口をと煙道を持ち、窯体内には天井壁が崩落し、
焚口前方は約3m×約5mの平坦な作業スペースに整地され、灰原が広がっていた。

今回の調査では、平安時代の竪穴状遺構が数多く確認されたが、その規模、配置、立地
条件などから、定住していたとは考えにくい。墨書の灰釉陶器の出土量の多さから、どの
ような勢力が介在していたのかを検討する必要があるだろう。また、これまで余り着目さ
れていなかった山間部の急斜面に数多くの遺構が確認されたことの意義も大きい。今後は
近在する遺跡群と比較して、この地域全体の様相を把握し、蔵平遺跡の担う役割を考えて
いかねばならないだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　              　（町田義哉）

近 代

ま と め

蔵平遺跡 調査区遠景　（南から、手前：蔵平遺跡、奥：和倉遺跡）
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図 1　調査区全体図（1：500）

14A区009SX完掘状況（南西から）

14A区024SX・041SL（西から）

蔵平遺跡出土土錘

14A区竪穴状遺構全景（北西から）

蔵平遺跡出土墨書入灰釉陶器碗『井井』

14A区弧状平坦面遺構群（北から）
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東
ひがしこざさ

小笹遺跡
豊田市越戸町東小笹・西小笹

（北緯35度06分46秒　東経137度11分00秒）

国道153号線豊田北バイパス建設
平成26年５月～平成26年10月
2,000㎡・範囲確認調査100㎡
早野浩二

調査地点（1/2.5万「豊田北部」）

調査の経過

立地と環境

範 囲 確
認 調 査

発 掘 調 査

ま と め

発掘調査は国道153号線豊田北バイパス建設に伴う事前調査として、国土交通省中部地
方整備局名四国道事務所から愛知県教育委員会を通じた委託を受けて実施した。

東小笹遺跡は矢作川右岸の低位段丘（越戸面）東端に立地する。遺跡は愛知県教育委員
会による試掘調査の結果、新規に登録された。遺跡南端は東小笹塚状遺構として登録され、
遺跡には真言宗宝隆院境内が含まれていた可能性も想定されている。段丘南端には小笹古
墳、上位の段丘（碧海面）には宇津木Ａ遺跡、宇津木Ｂ遺跡、宇津木古墳が立地する。

範囲確認調査は遺跡範囲西側の調査対象地に計32地点の試掘坑を設定した。調査の結
果、溝や土坑等の遺構が確認されたが、多くは旧水田に関係する遺構である。縄文時代の
打製石斧、古代、中世、近世以降の土器・陶磁器もわずかに出土したが、いずれも耕作土に
伴う小片で、遺跡の存在を積極的に示すものではなかった。

発掘調査は段丘東端に調査区を設定した。調査の結果、時期や性格が明確な遺構は検
出されず、調査区南東から南西の一部に低位面（籠川面）方向に傾斜する段丘斜面を確認
した。調査区の大部分は基盤層が露呈し、遺跡は相当に削剥されていることが推察される。
段丘斜面の堆積層は古墳時代以降の土師器、須恵器、灰釉陶器、中世陶器を少量包含する
が、近世以降の陶器、瓦も混在する。古墳時代後期の鉄鏃も出土した。なお、宝隆院に関連
する遺構・遺物は検出されなかった。

今回の範囲確認調査、発掘調査の結果、遺跡の存在を積極的に示す遺構・遺物は検出さ
れなかった。改めて範囲確認調査を実施し、遺跡の範囲をより正確に把握する必要がある。

（早野浩二）

N
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TT24TT25TT26
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TT32

TT02TT03TT04

TT05

TT06 TT07

TT08
TT09

東小笹塚状遺構
（寺院の南端？）

範囲確認調査対象地

東小笹遺跡

段丘斜面
鉄鏃

10Ａ区10Ｂ区

図 1　東小笹遺跡 調査区配置図（1:2,500）
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万
ま ん ぜ

瀬遺跡

調査地点（1/2.5万「田口」）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

縄 文 時 代

鎌 倉 時 代

江 戸 時 代

北設楽郡設楽町川向字マンゼ
（北緯35度09分44秒 東経137度33分54秒）

設楽ダム
平成26年6月〜10月
2,050㎡
鈴木正貴・川添和暁

調査は、国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所による設楽ダム工事関連事業
として、国土交通省から愛知県教育委員会の委託を受けて平成26年6月から10月にかけて
実施した。調査対象地の現況は旧耕作地などの山麓斜面であり、調査面積は2050㎡である。

万瀬遺跡は豊川支流の一つである境川右岸に所在し、山麓の東向き緩斜面に立地する。
国道257号線設楽大橋の北西に位置する。これまでに愛知県教育委員会による詳細遺跡分
布調査と愛知県埋蔵文化財センターによる範囲確認調査により、縄文時代から戦国時代
までの遺物が採取されている。今年度の調査区は県道432号小松田口線よりも東側の区域
に設定した。

調査区西部を中心に近現代の盛土や石垣があり、これを除去するとやや急な斜面に黒
褐色土が堆積していることが判明した。調査はこの黒褐色土の堆積を中心に行い、縄文時
代の土器と石器、鎌倉時代の竪穴状遺構や鍛冶炉、江戸時代の柱穴や土坑などが発見され
た。

北西部の斜面上位では傾斜がやや緩くなっており、この部分を中心に縄文時代の土器
や石器がまとまって出土した。縄文土器には縄文時代後期中葉から縄文時代晩期の注口
土器や深鉢などがあり、石器には磨石や敲石などが存在する。石器の中では、特に打製石
斧が比較的多く認められる特徴がある。遺構については、当初は該期の遺物を多数含む集
石遺構６基が縄文時代のものとみられたが、最終的に中世以降の所産であることが確定
し、今回の調査では明確に縄文時代の遺構と認定できるものは存在しない。遺物の分布状
況からみて、調査区北側の緩斜面付近に縄文時代の遺構が展開するものと思われる。

調査区北西端で緩斜面から平坦面を切り開いた竪穴状遺構043ＳIが１基検出された。
2.2m以上×約3.0mの規模を持つ平坦面の南東部では炉跡013ＳＬが存在し、その周辺で
椀型鍛冶鉄滓や炭化物が出土しており、鍛冶炉跡と推定される。043ＳI床面直上で山茶碗
片が出土していることから、鎌倉時代後半の竪穴状遺構と考えられる。

江戸時代から近代にかけての遺構は、調査区全域に分布するが、特に西半部の造成面で
多く検出された。遺構には井戸、炉跡、柱穴、土坑等がある。井戸は、調査区の北西端から
南東端に向けて傾斜する谷地形の凹部が埋積された部分に６基（058ＳＥ・059ＳＥ・060
ＳＥ・051ＳＥ・327ＳＥ・328ＳＥ）設置されており、全て円筒形に掘削された素掘り井
戸であった。地形的に湧水しやすい場所に井戸が構築されたことがわかる。出土遺物はな
く時期は不明である。柱穴は西部で多く検出されるが、掘立柱建物が数棟建つものと推定
される。東部にも柱穴は散見されるが、掘立柱建物跡と復元できるものはなく、立地から
みて杭列等が展開したものと考えられる。土坑にはいくつか方形プランとなるものが存在
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図 2　集積遺構群出土状態図（1:100）

図 1　遺跡全体図（1:500）



24

060SE土層断面（東から）

するが、性格を特定するには至っていない。調査区北西部の集石遺構は、最下部から被熱
痕と敲打痕が残存する台石が出土した。この台石は鍛冶作業などに伴う可能性が高く、集
石は中世以降（おそらく江戸時代）に不要な石材を片付けたものではないだろうか。出土
遺物には陶磁器・土器類があり、多くは江戸時代後期に属するが、一部に江戸時代初期ま
で遡るものも存在する。

鎌倉時代の鍛冶作業場や江戸時代の屋敷跡などの遺構が確認され、近現代の万瀬集落の
淵源がかなり遡ることが判明した。また、遺構は確認されなかったが、多くの縄文時代の
遺物が出土しており、極めて近い場所に縄文時代の良好な遺構が残存している可能性が考
えられる。今後の調査に期待したい。

  （鈴木正貴）

ま と め

遺跡遠景（北東から） 遺跡全体（東から）

造成土と黒褐色土の堆積（西から） 柱穴・土坑群（北西から）

328SE土層断面（南から）
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051SK土層断面（北東から） 043SI（左下に炉跡：南東から）

集積遺構群上面（南西から） 集積遺構群最下面（東から）

打製石斧出土状況（南東から） 注口土器出土状況（北から）

土器出土状況（西から） 打製石斧出土状況（北から）
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西
に し ち

地・東
ひがしち

地遺跡

調査地点（1/2.5万「田口」）

調査は、国土交通省中部地方整備局による設楽ダム工事関連事業に伴う事前調査とし
て、愛知県教育委員会より委託を受けて、平成26年5月から平成27年1月にかけて実施し
た。調査面積は4,220㎡で、14A区・14B区・14C区の三調査区に分けて調査を行った。

遺跡は標高約450m、寒狭川左岸の山麓緩傾斜地および河岸段丘面上に立地する。当地
は大名倉地区の北西端にあたり、寒狭川で開析された谷地形が開け始める地点に位置す
る。寒狭川の対岸側には、昭和43（1968）年、早稲田大学の調査により縄文時代後期の遺
物が多く出土した、大名倉遺跡が位置する。

調査区東側にあたる14A区は、調査区外の北側から広がる谷地形中に位置する。表土
下には、谷地形を埋める土石流堆積物が4m以上と厚く堆積しており、その上面で近世の
埋葬遺構を2基検出した。谷地形脇の山側傾斜地には、近世以降のピット列が確認された。
　調査区西側にあたる14B区は、北側から山側斜面が張り出す地点を境に、東側と西側と
で様相が異なった。14A区で確認された谷地形は14B区東側まで続いており、山側傾斜地
にはピット列を確認した。また、谷地形の落ち際には、近世の埋葬遺構が３基見つかって
おり、キセル・火打石・寛永通宝とともに埋葬人骨が残存していた。

14B区西側では、縄文時代と近世前半以前の遺構・遺物が良好な状態で確認された。基
本層序は、Ⅰ層：近現代の盛土（最大厚1m程度）、Ⅱ層：黒褐色粘土質シルト（近世前半以
前：最大厚40cm程度）、Ⅲ層：褐灰色粘土質シルトおよび粘性の強い黒色粘土質シルト（縄
文：最大厚40cm程度）、Ⅳ層：花こう岩礫の多い黒褐色あるいは黒色粘土質シルト（地山
か）、Ⅴ層：黄褐色粘土質シルトおよび砂層（地山）である。

近世前半以前の遺構には、炉跡５基、竪穴状遺構2基以上、掘立柱建物などに関連する
ピット跡多数がある。炉跡および竪穴状遺構内および周辺では、鉄滓が出土するほか、被
熱により著しく赤色化した台石（金床石か）や磨面の著しく発達した磨石（砥石?）も出土
した。当地で野鍛冶などが行われた可能性も考えられる。その他、石積みの一部も確認した。

縄文時代の遺構は、Ⅱ層直下およびⅢ層中、あるいはⅣ層・Ⅴ層の直上で確認できた。
検出された遺構には竪穴建物跡5棟、袋状土坑5基以上、単独の土器埋設遺構2基、その他
土坑・ピット多数がある。これらの時期は縄文時代中期後半から後期初頭に属する。

調査区北西端の緩斜面に堆積する黒色粘土層中からは、縄文時代中期後半の竪穴建物
跡が３棟確認された（1304SI・1305SI・1306SI）。いずれも石組内側で一辺約40cm四方の
石囲炉跡が見つかっており、1304SIおよび1305SIの炉跡内には大型土器片が敷かれてい
た。主柱穴および堀方も、一部ではあるが辛うじて検出できており、このことからいずれ
も一辺5m程度の隅丸方形状のプランであったと推定される。

調査の経過

立地と環境

調査の概要
1 4 A 区

14B区東側

14B区西側

北設楽郡設楽町大名倉字西地、東地
（北緯35度6分41秒 東経137度32分37秒）

設楽ダム
平成26年５月〜平成27年1月
4,220㎡
鈴木正貴・川添和暁



27

図 1　調査区位置図（1:4,000）

調査区南端で見つかった竪穴建物跡1263SIは、径4m程度の円形あるいは隅丸方形状を
呈する。柱穴跡は壁柱を中心に見つかっており、中央には土器敷炉跡がある。竪穴建物跡
の堀方南西端には、土器埋設遺構（埋甕）が１基確認された。この埋甕は後期初頭の深鉢
が正位に埋設されたもので、口縁部上に蓋石が置かれ、底部には小穿孔が施されていた。

竪穴建物跡1201SIは、径５m程度の円形または隅丸方形状を呈する。この建物跡中央
から北西寄りには、0.5×1mの範囲で長方形の石組があり、中央に土器敷炉跡があるとと
もに、南東脇には入子状で立位に設けられた深鉢が、北西端には大きな台石が据えられて
いた。台石と入子状の深鉢を含め、石組全体で一炉跡の機能を有していたと考えられる。

袋状土坑は、14B区西側中央付近に集中して認められた。これらは植物質食料の貯蔵穴
であったことが考えられ、1208SKでは、埋土中に堅果類種実由来の炭化物粒がわずかに
残存していた。036SKでは、土坑内に多量の後期初頭土器片および磨製石斧を包含してお
り、貯蔵穴としての利用後に廃棄あるいは埋納行為が行われたようである。

その他、単独の土器埋設遺構を2基検出した（1078SK・1286SK）。いずれも立位埋設で、
底部は未穿孔で残存していた。1078SKは胴部下半のみが辛うじて残存している状態で時
期は不詳である。一方、口縁部まで残存している1286SKは後期後葉に属する。

14B区の出土遺物には、縄文土器・石器、弥生時代の条痕文土器、灰秞陶器、中世およ
び近世陶器（山茶碗・古瀬戸・天目茶碗・内耳鍋）や砥石が出土した。縄文土器は、中期後
葉から後期前葉までが主体ではあるが、早期押形文（高山寺式）が最も古く、早期後半・前
期後半・中期中葉（北屋敷式）なども若干出土した。石器では、石鏃・石匙・スクレイパー・
打製石斧・磨製石斧・打欠石錘・切目石錘・有溝石錘・磨石敲石類・石皿台石類の出土をみた。
剝片石器では黒曜石の使用が目立ち、剝片や法量の大きな石核の出土もあった。

14C区は調査区南西端にあたる。調査区東半分に幅広の谷状地形が伸びており、その埋
土中に縄文時代および近世の遺物が包含されていた。縄文土器や石鏃・剝片などの石器の
ほか、大型石棒や滑車形耳飾片が出土した。

今回の調査により、縄文時代中期後半から後期初頭頃の集落景観を描ける調査結果が
得られた意義は非常に高い。設楽町域では、これまで縄文時代の遺物は多量に採集されて
きたものの、当時の活動痕跡（場）を広く確認することができていなかった。単に調査事
例の多い西三河地域との比較材料になるのみならず、今後行われる設楽ダム工事関連事
業の調査事例とも併せて、豊川最上流域の様相を解明する基礎資料として、広く活用され
るものになるであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （川添和暁）

出 土 遺 物
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図 2　14B 区縄文時代遺構位置図（1:300、マス目は 10m）

14B 区 341SZ 埋葬人骨検出状況（南東より）

14B 区１面目と 14C 区黒色土検出状況（南より）

14B 区 036SK 土層断面状況（南より）

14B 区 811SL 炉跡検出状況（北東より）
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14B 区 1263SI（南西より） 14B 区 1263SI 内埋甕（南より）

14B 区 1304SI（南西より） 14B 区 1304SI 石囲炉跡（北より）

14B 区 1305SI（南東より） 14B 区 1305SI 石囲炉跡（南より）

14B 区 1201SI（北西より） 14B 区 1201SI 長方形石組炉跡（南より）
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設楽ダム工事関連遺跡範囲確認調査　大
お お な ぐ ら

名倉遺跡　上
か み と が み

戸神遺跡　
川
かわむきはぎのだいらさわ

向萩ノ平沢遺跡　大
おおぐり

栗遺跡　永
な が え さ わ

江沢遺跡
北設楽郡設楽町大名倉字滝ノ下、同町川向字上戸神、同字萩ノ平沢、同字大栗、同町八橋字的
場　（北緯35度06分32秒 東経137度32分41秒、北緯35度06分49秒 東経137度33分25秒、北緯35度06分48秒 
東経137度33分28秒、北緯35度06分40秒 東経137度33分51秒、北緯35度07分36秒 東経137度35分09秒）

設楽ダム
平成26年6月〜26年7月
150㎡
鈴木正貴

調査は、国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所による設楽ダム工事関連の範囲
確認調査として、国土交通省から愛知県教育委員会を通じて委託を受けて行われた。今年
度は５遺跡が調査対象となり平成26年6月から実施された。調査方法は各遺跡で事業用地
内にかかる部分について1m×2mのテストトレンチ（T.T）を設定し、遺構や遺物の有無を
確認し堆積状況などを観察した。テストトレンチの内訳は大名倉遺跡14か所（28㎡）、上
戸神遺跡15か所（30㎡）、川向萩ノ平沢遺跡3か所（6㎡）、大栗遺跡41か所（82㎡）、永江沢
遺跡2か所（4㎡）である。

大名倉遺跡は豊川（寒狭川）上流右岸の河岸段丘から山麓にかけて所在し、今回は山麓
斜面（標高452m〜462m）を中心に調査した。上戸神遺跡、川向萩ノ平沢遺跡および大栗
遺跡は豊川支流の戸神川左岸に点在する遺跡群で河岸段丘から山麓にかけて所在する。上
戸神遺跡は南東方向に細く伸びる尾根上緩斜面（標高465m〜480m）、川向萩ノ平沢遺跡
は南向き緩斜面（標高477m〜489m）、大栗遺跡は河岸段丘を中心に一部が山麓斜面（標
高395m〜415m）にかかる立地となっている。永江沢遺跡は豊川支流の境川左岸に所在し、
今回は境川に面する河岸段丘（標高約440m）で調査した。

これまで平成19・20・25年度に範囲確認調査が行われており、今回は高位の山麓斜面
部で住宅地跡地や休耕田および植林帯で実施した。遺構は、北部に設定したＴ.Ｔ02で土
坑１基が検出されたのみで、堆積状況などからみて近代以降の遺構と推定される。遺物は、
北中部の休耕田地区で江戸時代後期から近代の陶磁器類が多数出土しており、中央部休耕
田地区のＴ.Ｔ05で戦国時代に属する土器と陶器片、Ｔ.Ｔ07では室町時代の古瀬戸陶器片、
Ｔ.Ｔ09では縄文時代の石器が出土した。これらの地点は、地山の状態などからみて地山
をかなり削り込んで平坦面が形成されたものと推定される。縄文時代から戦国時代の遺物
は別所から移動されてきたものと推定される。

東堂神社の正面にある平坦面を中心に展開する縄文時代・平安〜戦国時代の遺物散布地
として周知される遺跡である。今回の調査対象範囲は東堂神社の東方にあたる。北部住宅
地地区では近代以降に大規模に造成されており、遺跡は良好に残存していないと思われる。
西部から南部にかけては、Ｔ.Ｔ09で方形土坑１基が確認され、鉄製品２点が出土した。ま
たＴ.Ｔ13では黒褐色土から縄文土器が出土したが、これは上位から流入されたものと考
えられた。今回の調査範囲では、Ｔ.Ｔ09で遺構と遺物が確認された他は、中世後期以前の
遺跡が展開するとは考えにくい。

県教委の詳細分布調査の結果、縄文時代と平安時代の遺物散布地として発見された遺
跡で、調査対象範囲はその南端部に相当する。全ての試掘坑で黒褐色土が確認されており、

調査の経過

立地と環境

調査の概要
大名倉遺跡

上戸神遺跡

川 向 萩 ノ
平 沢 遺 跡
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Ｔ.Ｔ03で縄文時代の石器が1点出土した。これ以外に遺構と遺物は発見されなかったこ
とから、調査地点よりも上位で縄文時代の遺跡が展開しているものと推定される。

縄文時代・平安時代・室町〜戦国時代の遺物散布地として周知される遺跡である。西部
地区では土石流によるものと推察される角礫を多く含む厚い堆積が確認され、遺跡の有無
は確認できなかった。Ｔ.Ｔ10で弥生時代から古墳時代の土器が1点出土した。中央部地区
では、特に南半部緩斜面で黒色土が安定して堆積していることが判明し、Ｔ.Ｔ17とＴ.Ｔ
22とＴ.Ｔ36で土坑などの遺構が確認され、Ｔ.Ｔ21とＴ.Ｔ36では縄文時代の石器が出土
した。特に、Ｔ.Ｔ36では土坑から剥片石器などが出土しており、縄文時代の遺跡が良好に
残存していることが確認された。一方、南部地区では、東部緩斜面部で遺物包含層となる
可能性がある黒色土が確認され、江戸時代の遺物が出土している。遺構は確認されていな
いが、付近で調査中に縄文土器が表採されたことから、東部緩斜面部で遺跡が存在した可
能性が考えられる。しかし、西部平坦面部では黒色土の堆積、戦国時代以前の遺構と遺物
は確認されなかった。　

縄文時代・鎌倉〜室町時代の遺物散布地として周知される遺跡である。調査の結果、
Ｔ.Ｔ1とＴ.Ｔ2ともに厚い河川性堆積物がみられ、遺構と遺物が全く確認されなかった。
上位の堆積は耕地整理の際に盛り土の可能性が考えられる。　　　　　　　　　  

（鈴木正貴）

大 栗 遺 跡

永江沢遺跡

図 1　範囲確認調査の遺跡位置図（1:25,000「田口」）
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図 2　範囲確認調査のトレンチ位置図（1:2,500）


